
 

 

 
 

子どもが育つ、開かれた聴覚支援学校として 

校長 菊地 真理 

私は今年度の入学式で次のことをお願いしました。 

一つめ目は、「挑戦し続けましょう」です。どんな小さな事であっても実現に向けて自分に合った方法を

探しながら諦めずに挑戦し続けることが大切です。そんな諦めない姿はみんなを勇気づけます。そして、

何よりも根気強く頑張れている自分に自信を持つことができるでしょう。 

 二つ目は「出会いを大切にしましょう」です。新しい出会いをチャンスにして、私たちは、自分も相手も大

事にする、かけがえのない仲間となっていきましょう。視覚支援学校や秋田きらり支援学校の方々との

出会いも大切に、大いに交わりつながりながら、自分の成長につなげていきましょう。 

昨年１１月の「東京デフリンピック２０２５」の開催は、６月の「手話施策推進法」の施行につながり、聴覚障

害や、その方々と交わることへの関心を高めた大きなきっかけとなりました。県内の応援イベントでは、卒

業生同士が再びつながり、喜び合っている姿も目にすることができました。本校でも出場した卒業生から

世界を相手に「挑戦」する決意や覚悟を聞き、当日は精一杯応援しながら「挑戦」している姿を目に焼き付け

ることができました。この「出会い」は子どもたちそれぞれの感じ方、考え方で刺激を受けた貴重な機会と

なりました。 

今年度はこの学びを昨年度だけで終わらせることなく、様々な「出会い」から感じ考え、自分の「挑戦」に

つなげていってほしいと思っています。そして、子どもたちが自らの可能性を信じ、自らの未来を切り開い

ていけるよう、我々大人は社会参加への道を広げていく必要があります。本校の魅力や子どもたちの力を

もっと知ってもらえるよう、地域に足を運びながら教育活動の発信に力を入れてまいります。 

 

高等部進路学習オリエンテーションの様子から 

進路指導主事 伊藤 健人 

「はじめまして。私、こういうものです。」まずオリエンテーションの

始めに高等部生徒7名一人一人へ私自身の名刺を配りました。生徒

は照れくさそうにしながらも皆、きちんと両手で受け取り、頭を下げ

ました。なかには「ありがとうございます。」とお礼を加える生徒もい

ました。このように７名の生徒は、相手に失礼がないようにと気を配

ることができます。おそらく社会生活においても同様の対応はでき

るだろうと思います。しかし、発信する場合はどうでしょうか。例えば自分自身のことを作文する場合、短所

については沢山書き、長所については少ない生徒が多いように思います。就活において求められる発信は、

どんなことができるのか、どんな良いところがあるのかであり、悪いところばかりを知りたいという企業は

ありません。これは大学受験の面談においても同じです。 

将来、自分がどんな環境で暮らしていくのか、何を生業として生きるのかをまだ先のこととして捉え、就

労生活の具体的なイメージを持てない生徒も実際には多いかと思いますが、それは社会経験の少ない高校

生という立場では当然です。しかし内面外見問わず自分のアピールポイントを探すことは今からできます。

自分の存在を肯定的に捉え、こんなに素晴らしい自分だと自信をもって就労や進学へ向かう生徒の姿を目

指し、今年度も進路学習を進めていきます。                     
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＜令和８年度 進路関係行事予定＞ 

月 行事予定 月 行事予定 

４
月 

進路希望調査回収 

進路学習オリエンテーション（高） 

面談週間 

10 

月 

卒業生サロン（学習発表会） 

大学入学共通テスト出願 

５
月 

卒業生サロン（運動会） 

職場体験（高） 職業ガイダンス（高） 

11 
月 

実習週間（高） 

 

６ 
月 

作業学習週間（中３） 

実習週間（高） 大学見学（高） 

12 

月 

先輩と語る会（高） 

７ 
月 

就職活動解禁（高３） 実習報告会（高） 

 

１ 
月 

大学入試共通テスト 

８ 
月 

職場実習（高） ２ 
月 

私立大学入試、国公立大学二次試験 

きらめき就職面接会② 面談週間 

９ 
月 

きらめき就職面接会① 

入社試験、公務員試験等 面談週間 

３ 
月 

同窓会入会式、職業講話 

進路希望調査配付 

 

 

＜令和７年度卒業生 進路状況＞ 

氏名 学部 進路先 内容 

Ｆさん 高等部 普通科 
筑波技術大学 産業情報学科 

（茨城県） 

聴覚障害者のための大学で    

学んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行内容・お問い合わせについて 

「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしていきま

す。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（秋田県立聴覚支援学校ホームページ＞情報ひろば＞進路だより） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、主事、担任、進

路指導部員にお話ください。 
 

令和８年度進路指導部員：伊藤 健人（進路指導主事） 神 美穂子（進路指導部副主任） 

加賀谷 衿子  佐藤 皐  堀江 千里 


